
 

財務諸表に対する注記 

 

 

 
１． 重要な会計方針 

 
(１)  有価証券の評価基準及び評価方法 

① 満期保有目的の債券･･････償却原価法（定額法）によっている。 

② 満期保有目的の債券以外の有価証券 

時価のあるもの･･････期末日の市場価格等に基づく時価法 

 
(２)  固定資産の減価償却の方法 

什器備品･････････定額法によっている。 

建物附属設備･･････定額法によっている。 

 
(３)  引当金の計上基準 

退職給付引当金･･････期末退職給与の要支給額に相当する金額を計上している。 

(４)  消費税等の会計処理 

消費税等の会計処理は税込方式によっている。 



２．特定資産の増減額及びその残高
（単位：円）

科 目 前期末残高 当 期 末 残 高

特定資産

入会預り金資産 1,300,000,000 1,300,000,000

異常補塡積立資産 72,030,897,731 72,033,316,922

事業準備資産 29,764,730,000 0

退職給付引当資産 37,709,200 39,883,450

合 計 103,133,336,931 73,373,200,372

３．特定資産の財源等の内訳

（単位：円）

科 目 当期末残高
（ う ち 負 債 に
対 応 す る 額 ）

特定資産

入会預り金資産 1,300,000,000 1,300,000,000

異常補塡積立資産 72,033,316,922 0

退職給付引当資産 39,883,450 39,883,450

合 計 73,373,200,372 1,339,883,450

４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。 （単位：円）

科 目

什器備品

建物附属設備

合 計

５．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。 （単位：円）

種 類 及 び 銘 柄

第118回利付国債   （125,930万円）

第61回利付国債     （200,000万円）

第147回利付国債   （100,000万円）

合 計

特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

当期増加額 当期減少額

2,060,979 2,060,979

551,568,897,785

特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（うち指定正味財産
からの充当額）

（うち一般正味財産
からの充当額）

581,333,269,573

29,764,730,0000

551,566,478,594

2,174,250 0

551,573,133,014

0 0

72,033,316,922 0

0 0

減価償却累計額 当期末残高

72,033,316,922 0

取得価額

3,760,236 3,538,324 221,912

490,896 343,623834,519

4,298,601,248 4,763,730,350 465,129,102

1,280,423,512 1,510,530,350 230,106,838

1,185,400,000 167,222,2641,018,177,736

4,594,755 4,029,220 565,535

帳簿価額 時価

2,000,000,000 2,067,800,000 67,800,000

評価損益



６．引当金の明細

引当金の当期の増減額及びその残高は、次のとおりである。 （単位：円）

目的使用 その他

退職給付引当金 37,709,200 2,174,250 0 0 39,883,450

７．資産除去債務の増減及び残高

賃貸借契約終了時に原状回復義務のある賃借事務所に係る原状回復費用見込額の増減額及び残高は次のとおりである。

なお、計上は保証金を減額する方法によっている。 （単位：円）

資産除去債務 288,000 43,200 0 331,200

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及びその残高は、次のとおりである。 （単位：円）

補 助 金 等 の 名 称 交 付 者 前 期 末 残 高 当 期 増 加 額 当 期 減 少 額 当 期 末 残 高
貸借対照表上の

記 載 区 分

補助金

異常補塡準備財産 農林水産省 40,006,959,601 35,048,802 31,756,071 40,010,252,332 指定正味財産

事業準備財産 農畜産業振興機構 29,764,730,000 0 29,764,730,000 0 指定正味財産

69,771,689,601 35,048,802 29,796,486,071 40,010,252,332

９．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳
指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。 （単位：円）

(1)異常補塡準備財産補助金勘定

(2)事業準備財産勘定

科目 期首残高

31,756,071

29,764,730,000

期末残高

金 額

目的達成による指定解除

科 目

合　　　　　　　　　　　　計

８.補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及びその残高

期首残高

当期増加額 当期末残高当期減少額

当期減少額

合　　　　　　　　　　　計

当期増加額

29,796,486,071

科目


